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“AGORA”とは、ギリシャ語で“広場”という意味です。
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　昨年11月28日（水）、29日（木）に山形市中央公民館にて平成
最後となる第46回模擬裁判公演「綻び 過労自殺…その死は誰
のせい？」を開催しました。
　模擬裁判公演は山形大学の自主ゼミナールである模擬裁判
実行委員会が主体となり、学生ならではの視点から法律問題や
社会問題を取り上げ、市民の皆様に研究成果として発表してい
ます。また、公演に関わるシナリオ・パンフレット作成、広報・広告
活動、演出の全ては学生によって手掛けています。
　第46回公演では近年、ニュースやネット、SNSでよく話題に挙
がる「過労死」をテーマとして取り上げました。民事裁判で取り扱
われる事が多い過労死をあえて刑事裁判で扱うことにより、過労
死問題の根源について言及しました。刑法、民法、労働法など
様 な々法律が複雑に混在する中で過労死問題がどのように扱わ
れるのかを詳しく、分かりやすいシナリオや演出、パンフレットを通
してお伝えしました。

ふぁんたすてぃっく！
教 員 の 研 究 を 紹 介 す る コ ー ナ ー

井上馨
（国立国会図書館ウェブサイト）
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人文社会科学部では、一般の方にもご参加いただける講演会をはじめ

様 な々活動を行っています。掲載している内容は多様な活動の一部です。

興味を持った方はぜひ人文社会科学部ホームページをご覧ください。

　日本では今年に入ってから年号が
変わり、平成の30年を振り返る機会
となりました。そして世界史に視点を
移すと、平成元年（1989年）はちょう
ど天安門事件とベルリンの壁崩壊と
いう、時代の流れを象徴する事件が
起こった年でした。2019年6月の公開
講座では、冷戦期という時代区分を再考し、ロシア、ヨーロッパ、北米、アジアに
おける「冷戦期」を比較しました。とりわけ「冷戦の終わり」がアジアで様 な々形
をとったことに注目しました。6名の講師が出席した最終回のパネル討論では、
1914年から1989年までを「短い20世紀」とみなす時代区分について、白熱した
議論が繰り広げられました。

　これまでの日本は、外国人を受け入れることに積極的で
はなく閉鎖的な社会であるといわれてきました。国際社会
がグローバル化し、ヒト、モノ、カネ、情報が国境を越えて行
き交う時代のなかで、日本は年間約3,000万人の外国人が
訪れる観光立国に成長しました。このように観光地では外
国人の姿を目にするようになってきましたが、日本は依然と
して移民や難民の受け入れには消極的であり、外国人と
共存する多文化社会になったとは言い難い状況です。
　本講座では、日本における多文化共生をめぐる歴史を
振り返り、欧州の多文化共生に触れながら、この課題を
「ナショナリズム」や「人権」といったキーワードとともに考え
ていきます。

◆ 前期公開講座報告

世界史における時代区分を考える

　人文社会科学部では、今年の１０月頃に「ホームカミングデー２０１９」の開催を
企画しています。ホームカミングデーは、同窓生が旧友や懐かしい恩師と再会し、退
職・在職教職員や在校生と親睦・交流を深めていただくことを目的としています。詳
細な開催日時等は人文社会科学部のホームページ上でお知らせします。

ホームカミングデー２０１９の開催について❖

後期公開講座（令和元年９月開講）

多文化共生と日本
❖

前回のホームカミングデーの様子

パネル討論の様子

　私の専門は日本近代史です。明治初年に国家建設に携
わった人物の考え方や、彼らが基盤とした組織（主に行政官
庁）の活動の分析を通じて、現代日本の直接的起源である、
近代国家の建設過程の解明に取り組んでいます。研究の方
法としては、当時の人々が遺した文字資料＝史料を可能な
限り博捜し、見つけた史料を一つ一つ精緻に読み解いてゆ
く、極めて地味で手間のかかる作業を行っています。知り合
いの研究者からは、私の仕事は細かすぎて真似できないと
よく言われますが、自分の性に合っているせいか、私自身は
あまり苦に思ったことはありません。
　例えば、私は生まれも育ちも宮城県ですが、都道府県が生
まれる起源となった、江戸時代以来存在した藩を一挙に廃
止した 1871 年の廃藩置県もこれまで扱ってきたテーマの
一つです。従来の研究では、廃藩置県の断行やその意図につ
いては、実行に携わった井上馨の後年の談話（『世外侯事歴
維新財政談』）をもとに描かれるのが常でした。ところが、こ
の談話のもとになった速記録（公益財団法人三井文庫に所
蔵されています）を確認しますと、1873 年に行われた地租
改正を 1874 年のこととし、また実母の没年を実際の 2 年
前の 1870 年とするなど、井上の記憶力はお世辞にも良い
とは言えないことがわかります。そこで私は、後年の談話に

依拠するのではなく、当時井上自身が記した手紙や書類を
網羅的に収集し、その内容を検討することで廃藩置県を
行った井上の意図を復元するという地道な作業を行いまし
た。その成果については、廃藩置県後に井上が拠点とした大
蔵省の活動の分析とあわせて、最近著書にまとめたところ
です。現在は、「維新の三傑」として知られる大久保利通や、
立憲政治の導入に活躍した大隈重信について研究を続けて
います。
　ところで、井上の談話速記録には、談話がなされた 1910
年当時、内閣記録課において保存してあるはずの廃藩置県
の号令に関する記録が見つからないという話が出てきま
す。研究上においても、明治政府発足以来の記録は、1873 年
の皇居の火災によってそのほとんどが失われたと長らく考
えられてきました。しかし、先述の史料博捜の過程で、内閣
記録課を前身とする、政府の過去の記録を保存している国
立公文書館に廃藩置県詔の原本（決裁原議）が所蔵されてい
ることを突き止めました。100年以上前に失われたとされ
てきた史料との邂逅も、歴史研究の醍醐味だと思います。

人間文化コース
准教授　小幡 圭祐

おお  く    ぼ

いのうえ

としみち

おお くましげ のぶ

かおる

　当公演を通して過労死問題について少しでも多くの方々に関
心を持っていただくことが出来たなら幸いです。模擬裁判実行委
員会はこれからも活動を続け、様 な々法律問題や社会問題を取
り上げて行きます。今後とも、模擬裁判実行委員会へのご協力、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。




